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仏教国タイを象徴するものは色あざやかな

寺院と武衣をまとった僧侶である。首都聞や

地方諸有ISiiiにはもちろん，上記の地方のほと

んどの股村には寺院がみられる。寺院の総数

はタイ回全土で3Jj 459寺 0981年）を数え．

1，乙々ふえ続けることはあってもi成ることはな

い。寺院にはi尚20歳以上の到子が2271氏を；皇守

するMl呂として＇ i1~；20哉未満の男子がIO戒を

遵守する児問的としておのおのll.l家し止住し
ている。 l98111~の統計では｛＼’•H日は35 ＇.万258人．

見出Mは14)i3,115人となっている。

タイの寺院ではi!J.／立と迎｛谷が比較的自111に

行える。山家者には長JYIIIIJ1H家生活を行う者

と比較的知ぃ!UJIIIJでill習的に得度する者があ
る。 Ill家は必ずしも一生i庄のものとは限らな

い。後釘の；I.I家行動はとくに－f.,f［の人生｛花札

として．結締jjijに得度して社会的に「一人jjijJ

(Khon suk）と認められる成人式めような江

味があることを5jとしている。そのiC,;合．山村

吉，~では入安j苦から 1H安倍までの三ヵ月でi凶作

するケースが多L、。村落レベルの仏教は．奥

義をきわめる対象というよりは．実践される

ものとして人々の生活のすみずみにまで行き

l1il も、ている。それは．人生め執飛をIf.Jiちく苛〉

からの問日比を求めて持政するエリートのため

の上住吉I＇＞仏教とは f~ なる民衆仏教として恨づ

いている。

上座部仏教国タイ

II本の1.35併のIt!：上（約51.9Hkm'）をもっ

タイliilは．およそ4,788)jの人［I(1981.il＇－）を

倒している。そして全｛本で8',1／リj止い人々が1品

業にi,'l:.，~しているといわれ．各地方に！艮miす

る限付加；はタイ人の~I:.ili I止界を隙々なmiで大

きく j比定している。タイ社会にWI有な文化の

1，＼＇散や hlli{111 l.見を係ろうとする者にとって．脱

Hm；での人々の！－1.:i活の実態や社会行動を生IIる
ことはJfl犯である．とりわけ，その日常生i百

のti’で実践される；J·：教の必：l味を J巴l~tすること

は）！提出できない訂iM.をなしている。

ひと〈九に山村m；といっても．タイlflはj也
l払 IJ主史．文化＇ill；裁などの点で大きなj也出
mカeみられそのu；会~l:i1iは一様て’はない。さ

しずめ4つに区分すれば．チャオプラヤーデ

ルタをtiI心とする＂’ nli，チェンマイ批地をq,
心とする北部．コラー l・i!':ili;U：の！U北日Ii.マ
レ－，・1・:1:1;m；のih日Iiという。丈化l在Iを氾！定できょ

うか. ij＇；教｜剖という ffd~ では. j)ij三者とiH部

地）jの二つに大日IJされうる。タイ社会では全

人IIの95%以上が上l’lHm仏教徒でLある。｜耳｜教
としての仏教は．イスラム教が支i'i己（1i1なitinli

j也｝jや－m；の少数民肢をli;i円、て小・北・ !It北
日｜；山十lの人々の支配(l!J な：u出土Jl•Tiil となってい

る．
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さらに，人々によって恨，mされるl己j従仏教
は．｜既念上は区別できるいくつかの非仏教的

要素を含んでいる。それはヒンドゥー起源の

や11であったりそのj也：｝jl与有の守設立rtて’あった
りする。にもかかわらずそれらの袋詰5は人々

の窓識や生活の，，，で区別されることなくひ

とつの宗教として統合されている。タイ社会

にjよく流布するrt,t71占」（phi)や「魂」（Khwan)
などの観念によって以！？：つ’けられている人々

の生治世界は．ぬらが店内干する仏教をリアル

なものにし．生活の訪レベルのきF侃と i~i兆に

ねびつけているので」ある。以下ではm・:r；が
1 983iFに収集した資料を q ，心lこ， J;~十J~ I：.前の

なかで人々がどのような/f3でnらの仏教を災
以しているのかというI![Fl九を制介したし、問

先村は首都ノ〈ンコクより }l［北へ，fJ450km月Itれ

たコンケン県ムアンm；ドンハン行政lえにある
-fiof1：政村．ドレデーン（以下 l)l)）付て’ある。

2 寺院と農村生活

一般にr.if・！日｜；の守院は.IJIJ付とともに設立
さiLる。 f去になって村が｛支分jLしたりするこ

とによっていくつかの什が一つのえ＇d；，~を共イf

することも多＇－＇ o m時以マハーサラカムv，~や

ローイエットり，LからのIHJHi：行によって約120

.qとjjijにmJHさiLたDD付は．約7Q1'j'.jjijから！支

十IドンノーイとIHIーの寺院を共1r;1r,= .i:inしてい
る。

京北日｜；のみならず．山村の人々は「寺院は

i；干の家fごJ という。守院は. ｛＼‘i I:’~ 1)' J上U：する

WU！主であるとl；サll;yに村出社会11-lの段々 な・！！lf<t

f1i; Wt.,i色を来す「公共の川Jとしての・l'H討をもっ
ている。寺院はii'-I I I行；JqじしたHl渋色の1nぃ
仏教｛民十しの会J持て’あることはもちろん. DD 

付では II央 ji!1jや fii；し物の；七たる b~t況11itJ誌であ

り．選挙H与の段以J誌やii'li(1i9rともなる。また．

付人が託子j並した食 r.：－~ ・ 11JI J Mr /J' ';;~· 

jりr」Itrc::t：で忌もある。！色村の人々も利JIJできる
守院は，十l人!'Iらの街地・ ＇！，f；住によって文え
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られている。税金や布政立などの主ll造物は

人々の生活仰のなかから寄金されたり，労働

若手｛上されることによって徐々に終えられてき

たものである。この意味では，寺院の栄子，~さ

はその村の続出力の一指限でもある。

Jl.:U：する｛NI日にとって．寺院は｛符非とは兵

なるii1ii下な持政の:tJ!iである。その出城として

の性怖をtm~与することは．俗人である村人に

とってブン（bun；「功徳」の立）を生む坊で

あることを f!t~fliEする。タイでは寺院・ Mf/1へ

の布施行為， IHらの山家．在家1庇（ 5 1氏・8

1庇）の辺守なと＼三京（仏1；・己・仏法・ Mfg)

のMU・5に i'tiliどする行為はすべてブンを~！f.るこ
とにつなカfるとされ，これをつむことはタ

ン・ブン（lham bun）といわiLる。この考え

は U ’m·,1：；思考として人々の意識に~~l< 11すi(jj fじ
されており．民衆仏教の主製訟をなしている。

さらにタン ・ブンは拡大川釈されてl’lらを｛也

おに尽す社会的也行の代名 ~iij ともなってい

る。

ブンの足＇·氾！は「l将来応tuJ. 「輪iliH日~l:.J め
ll!f念にmざすものて’ある。村人は．現花（こ
の｜リ：）のJflj/ll(J血｛江 .,ill）はJiiiUtでつんだブ

ンの多nによってがとるという。 jjiji止で．前・－n・を
多くなし．プンを多＜ 1！｝.た名・は「この｜！土J で

の年制を！1；受することができる。住行による
プンの多砿はつねに「忠行J (bap）との差し

引きで計られるので．人；々は機会をみτはIii
らブンの者Hi'iに努めなくてはならない。それ

はすべて当人のより良き後生に！則わるものだ

からである。民衆仏教の政終 ・位大のu(f:Jは
より －~~~かな米るべき人生にあるのであって
くPffll見〉を求めることではない。 DD村でも．

:I＼家はmt5なタン ・ブンの：刊：止とされる。 II¥
家できない女性は日常の布地行や凶市 LI

(wan phra）でのお削り （持ll見行）に熱心で

ある。！p.r；リI.十jl'・Jを！UI，にlillるfNW,1こ食1J，を
川広したり. iE -"1:iiiiの食事をj:l:iのl.lも，w,1りtに
日liぶのも tel’I：にとって大切なタン・ブンの機
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会なのである。村内の子供達は大人たちから

こうした考えをきくほか．初等教育の四年生

｛立ですでに教師によって教えられる。彼らは

ブン少なくして地獄（narok）へ行くことを最

も恐れる。

寺院を維持・管理するのは決して個人的方

法に終始するわけではない。寺院を中心にす

る年rj1{rJJ日立約12航矧であるが， 198311三には

iil-15回の｛持1'しが行われている。それは全村あ
け’ての公共的なタン・プン｛花札であり．未完

成の布院立の工事＇i『を募るものである。農繁

JYJを除＜ 1～4月， 9～11月に儀礼は集中し．

この川の寺院はにぎやかな儀礼のラッシュの

場である。肉料理Hや＊司如をそろえたごちそう

がi以上され！？？似の読経が1111かれる。｛花札に

よっては!IM人とは別に全世；！！？主から寄金が募

られる。寺院にはこのようなfiりしの｜祭に寄金

を集め官：却する委n会が村人によって作られ
ており．寺院のll』・政を－ti!；して担当する。そ

れは苛：院の環境終f,Hjを組織的に行うためであ

る。苛：l完内のM:Jti?.rrをill1して人々の儀礼 ・寄

金への参hllをよびかけ．寄：金加を何人の名JliJ

とともに読みあげるのも彼らの役制である。

寺院に食事をJiilけるのは布地する者の自由

である。｜吉川寺に必ず一定置の食事がm意され
るようにDD村では7年米．食事の輪番HllJが

女性をq，心に行われている。さらに．雨が降

らない乾季（11JJ～3fl可0には村内の・n年
会 (ldumnum sao）が水運びを行って寺院内

にあるタンクに給水する。 DD村の各戸では，

f:l:j季（4月～10flLJi)のHI!は雨水を水がめに

ためて飲川とするが. 月it季には；［I味付に飲料

水を求めて子1111しlitで取りに行〈。この時JU!
は!Nt:1が特に凶るfl寺だからである。タンクの

水が少なくなると寺院内にある太鼓が見習僧

述によってIIJbらされ，ネiii給願いを告げる。
これらの行

さに夕ン．ブンの文脈で村人と寺院との｜剥り

は強＜ *iiばれている。ある古老が「ブンは我々

17 

の幸福である」というとき，寺院は様々な機

能を果す建造物である以上に村人にとって精

神的な拠リ所であることを意味している。村

人自身によって運営される寺院は，文字通り

村人と共にある「聖域」である。村内の有力

な古老である数人の篤信者達は寄金の具体的

な使用途や儀礼の準備の助言者， リーダー的

役割を果している。

3 僧侶と俗人の宗教的 リーダー

一般に．農村部の寺院に止住する僧侶のj也

位は高〈，村内の精神的指導者としての役割

を来しているといわれる。｛曽侶はブンを生む

源泉としての象徴的役割を果すとともに，俗

界と型域のIIJJに怖をかける存在でなければな

らない。 DD村でも多くの村人が望ましい良

き僧侶とは．僧侶として正しく持戒しながら

な、の教えを人々に広める努力を惜しまぬ存花

と答える。他者をかえりみることのない修行

僧タイプの僧侶は余り好ましくない。その土

地の言葉を使い，人々とともに悩み現実生活

に貢献する指示や知識を社会的に展開する存

在として良き僧侶はイメージされている。タ

イの農村吉I.~にはこのような僧侶が実際に多〈

存在する。薬を作って病人に与えたり，悲哀

除けの諮符：を授けて尊敬を得る者もある。

DD村では調査期!HJ中の1983年6月に村内

出身の長JUJ出家僧が他県より27年ぶりに戻っ

てきたが，それまでは僧歴2年の若き憎｛g(23 

歳） 1名のほか見習憎が15名いたばかりで

あった。村の人々は上記めような僧侶一般に

対する期待とは異なった目で彼らを捉えてい

る。彼らは俗人教育をうけるために寺院に止

住するのであって，仏教儀礼に不可欠な象徴

的役割のみを演じ．その僧院生活を過して村

人の生活を外から学ぶ立場にある。すなわち，

彼らはその年齢，経験の浅さから形式的な儀

礼の吉｝式者としての役割lのみを望まれる存在
で＼村内の精1111的指導者としてみられること

一’写字一
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はない。

寸市右に.tl:f J.するf,;,;, fれたらは{i:dlがq，・手数fj

をうけぬままれ打交しており．ほとんどの片が

附＂jタープラにある千J°:p：忘て・ f•;r;, f i＇.＼のための山人
教ff（成人数ff；＼リH',D をうけている。タイの

'7:fl,t］は19781f-以来．かつての七－Ji.aitiから

／，一三一三；IHIになっているが．山Hnl；では初

寺教fip日.：ドを本主j去すぐに家が（山.lJt-)の：f'
(!~ ＼.、をする少年が多 L 、。 23i・誌のれき f•；’Hi，；のJ！』

イ？も 114.:r~ を ~i · 1’ iを 151花まて’ノk’｜：の 111::l.~ をナる

などして家；J~ を lリjけている。その｛をはコンケ

ンiIi l付ですιぷ11lilt 1.、ヅ；・f州行として 1I I 11501' J 
から500JIJの似人を似ていたが，21，況になって

／：｝のすすゲ〉にi,'tい. f •;,: （れとしてf！／・山したの ilt
l.t /I＼五ミしてす（・ . 1·.;l己グ） l,t 人J文n；’lH’，＇.グ）~口： ：＿，.. /: 

；ドに人り． l’， ,・) 0) ... ，..，沈から（ f~H\J)j凶＇＂／：するの

、この，；＇Itf＇~の；i1乙’'f:q，.，よ初‘手数ffの／i.～六年・に

んたるのそして 2：ドII.ii店は1I 1 ;,~.: r'.t. f 1一～三

fドにあたるji;J,l'l~ f',tの；nI'll・'/= :i＝.を9J 1にf1芸・｛し
た。；01'4::.,:.q＇.を争下えて j:;]_（討する行Lt多t、。‘ち

るはnr・;・: < 1, t.'t）も1,ifl::r.を終えた｛を．コン
ケン＇dil1・1のマッサージノ〈ーラーにウェイター

としてi’C¥)f;ilした。 ldUl:I＼京を己aむ行はなL、。
jlt らは文’［＇. j泊 IJ{花トしをいl る iii（~えれiでしかな

L、。ゾi'i'l (J'.J Iこ ii~ らが；·：，；りなくその役；t;1J を行え

るよう l1 ·ij：；イ1'.J に~：1111. 、アド／〈イスを ·J· るのはト1

I 1・1のi1i包たちて’ある。 i；見牧のJWH.比約・（花

トしのlliLなどはこのれ人の鰐r.1れによってア
レンジされる。 ／1.~ らは I'! 1'., /I ＼家＊－ ~.J!/11 をもち，

JI：仏教的な：I:;{1の；ド教（iりしにしt,'ijtljした人物
て’んる。そしてl'If也ともに仏教を11((jffiし人々

から咋仇される；iし.¥1£(J'. Jリーダーとして(1、れfj定

｝しをINIi・＼たちの・；riをからぶえる （，：イl：で，hるの
ト！の11’1;:;！ト.itiでは｜手々 なfi~ t・L tJ qi・わiLるの

1•;,:w.1こよっておJjにさ iLる仏教（i定I・しのLiか． ,:it 

？に｛よ’JU；｛の ）＇lj· 'J~ （花｝し/Jr リi"I・ j・る。 さらにJI.£
！な：けのための除11lll• J＼・it,・,;（民礼はその目1;1tひん
l.t・んにfd,J Lるか． ii］；＼；片IJ. .1-.Jじのような，，i 
t たらて’ある。 jl~ らは lir:h'1< •礼’ I ＝.から化に ·f

If 
一会葬一

るまでの人生｛花トしのほとんどに関わる。，，，日1;

タイの段十tm；で1±*l1~1r式にも l’Nii！：がH{かれる

が， DD村ではfNfgが｜則わる人il:（.花トしは｛！｝！文

式と非式のみである。｛符人サイドの儀礼のm
L、千として熱心な仏教徒でもある市老たちは

その役；1ilJによってモータム（忠苅Ul、いをする

”は；H11li)，モースー（「魂」の強化儀礼を行う

m lr.:rn,li，モークワン，プラームともよばれる）
などの名村；をもっ。彼らはi待人の｛淀十しのスペ
シャリストであるがゆえにモー（Miの；0・；）で

あリ. (i：家JI見のj堅守：に倣心な姿勢をもっ。

i皮らIil,i］じ！？？人でありながら他の一般の
人々 を山政｛｜リにリードしている。 m伴にあっ
てII’ii:;(t'.Jに人々と4圧し．人々の不fムtをl収り｜徐

〈生II派にたけた iiえらは let ’がめ r•;·;r：，；のごとく （；？

wさiL ＇~.IJ欠されている。 1,u らの （1：イI：や i止；1:1］は

タイの限付店1；においてはi）として特殊なもので
はないのむしろどのj也Jilこもみられる仏教と

：上初Iil ff!Iの似介：お・であり．一般の人々 の＂ Iに

あって間ましい（E家仏教徒のモデルでさえあ

る。 υDfι！の会ltl:・:I;.:i=. ( 18品戸）があげる村1J,J

の爪 i犯人1却をランク Hけすると．ー｜二｛~i:I（）れの

うち 7れまでが｛詩人の：；ミ教（t'.Jスペシャリスト

て・J, 'J . 1~;,: W，は入っていなL、。 71うのうち店
従」J,＼.、に｜立lわるモータムは 5才うと多L、。！也の

2 名はモースーと仏教｛花札の1:ri~ に！？｝人 ll!IJ<I）（：え

れをリードする二片（phumun swat）である。

モータムの，・，，には， IiL 1::i: IJ.のn住n：を作る.uか
にi込jパ只（Ill（）》’a）としての生II泌をもっ・.ri・が合

まilてjj I) ' ）！［！；包！｛ドjなfNW，にJYH年さiLる｛文；＇Ill

の－j'；［；を代！干しているとみることもできよ

人HIJの休， 1,1には「j~しがfri っており . 11iJや

不：・；ーがあったときにはこiLをi)rt¥iじしなけiUま
ならないという巧－えや，民（pa）に匁jj~され

る l’l 然作仁 lよ ！ム~ろし L 、 !/lY.,','i.がf.i:h, I’lらの「，＝.

i,ri 111: '/,tをたえず作やかしており気紛れに－1,;4を

ひきJ；こ十f1~ i/!；［とする「til'：，·.~ J {d lfllにはイム：tJ‘

を即fiう村人の秋山政が読みとれる。！U:Iじタイ
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に広〈流布する「村の守殺箆」（phipu ta) 

信ffllには人々の生活世界としての村落が悪霊

の災 ~l,;hから保殺される形で成立しているとい

う論.f:11［がある。彼らの生活を支える水凹には．

「村の守泌：長」の傘下にある「水UJの守秘設」

がさらに氾！定されて}JJIi1盛が乞われる。数々の

守秘主を正しく配ることは，その怒りをひき

おこして災禍がおきないようにすることであ

る。多くの村はそのような努力を経ている。

DD付も例外ではない。 1m村以米間られて

きた守秘策とその儀礼の記憶は古老にも新し

い。だが．たびmなる大洪水や疫病は「村の
守il盟＇.，1'1~J への｛首相を出切る。 J巴設の｛土業とし

てその災！帥に悩まさiLこiL を~＇llll！しようとし

た人々は，：ι：；.~を；u放するや1:jを学び「村の守

H住：；，＇1むを－l:,iした。そして代りに仏教的なク

ン・プラタムM1r111J(jn人された。 DD村のこの

「；i~ 教改.•＇1',:J のヒーローがモータムである。

rt,，＇ぽんとしての守；！ (.Q:Jrfを品Uらなくなって系り

351ドになるが，このことは普き「1清志むを認

めぬ付人の社会；む：織を生み，より敬！長な仏教

徒をl'.I’I之させる契機となっている。守秘力の
i!J;t片Lとしての仏教を DD村にもたらしたモー

タムは，そのようなH長史的？？肢からも/lillJ変化

されないもう一つの！Nf目的存在として村人よ

リの向い －~~.IJ！｛ を：，！｝.ているのである。僧{gは227

"JI見を．モータムは 5成をj並守する。それぞれ

の作成の態度において．み；米のMf／~＼はブンを
JJL尖｛じし，モータムは守秘J）を税尖化するこ

とで民衆の仏教を的成しているといえよう。

4 プンの社会的展開

成；IじタイHI身：おはタイのどのj也）jよりも東

北部の人Ill］がJI)}It合L、のキi'rtri，におんでいると
れれする。それは彼らの：号りであるが， DD村

にも rn.ti：扶助の~I=.it; f(i/i~llが怖くみられる。一

般に 1・祉制」（RUIll）出I・l 111、jでは「共倒・」t食」
(het nam kan kin nam kan）が強j測さiし

他行との場合でもi延命共同体的に協調し合う

態度は望ましいとされる。また，年長者（phu

thao）は年少者 (lukIan）の面倒をよくみる

べきであるといわれるように．年長者は若き

後継者をよく保諮・援助し．逆に老齢者に対

しては後継者たちが世話をして死後の供養も

行うよう期待される保護日奉仕の相互関係が

みられる。！司じ親族の者どうしが仲違いし口

論しあうならば，遺族が結束して供養するこ

とを望む祖霊（phisia）の怒りをかい，病と

いう制裁が加えられると信じられている。 If.

いに協調し述帯することの重要性は線々な形

で人々の常識に影響を及ぼしている。

ある古老は．協調してJJ)Jけ合うことは立い

に耐え忍ぶことであるという。疲れて口もき

きたくないlli'f- に ~mかに出会えばひと言でもれl

乎を気使う言葉をかけ，寝ているところへ人

が訪ねてきても. 11)1'か〈迎え微笑んで送りだ

すn己Jfllll.11の1創立が必11きである。このような
「j忍辱」（khanti）は普・行であり，戒律を受け

それに耐えることと同義であって，持戒する

ことの消浄性は心安らかに耐えることにある

と解釈される。それはある老立もいうように．

(J~仰が）苦しくて耐えるのが辛いほど得る

ブンも大きいとする持政によるタン・ブンの

民衆（t:J論理と密接にl具！わっている。
ブンは決して側人的なものに止らない社会

(J'. J 11111 iTiiをもっ。それは側人のもとに諮問され

るとともに他者と分有される。また．社会的

に分有されるべきものである。出家すること

は当人のみならず．親の後生のためにもブン

が与えられるとされる。さらにブンは亡きjfr

税に 1，；’HI•＼をや11介として伝送される。 古':J: 人 {J主貨

のためのタン・ブン儀礼（bunchaek khao) 

は，主催者であるi.li族が多Ulの金を投じて村
人に食事を」、るまう仏教儀礼であるが．主1m

告はもちろん．準備に協力した者．食事をft

べに民まった者．ただ立ち寄った：行さえもお

のおのにLι仁たブンが得られるという。
jc;米．僧侶が介在しないタン・プンはあり

斤前柑
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えない。しかし，悦然（J!Jな仏教｛花札の場で社

会(l!Jネ古来としてのタン・ブンは刻版JJ,J，他者

との相互扶助．述m行f））に参与することを意
味し．他者に対してどのような形であれ多少

なりとも自己を尽すことはプンの舷件につな

がるのである。タン・プンは間人の後：tを焦
点として．古文人．「この世」の他者に彩将を与

える行為である。ブンを得る行為とこれを他

:tiと分有することは相互に｜邸主し合う。そし

て主催者が限られる供花悦トしゃ得度式は．ブ

ンをi1｝.これを地す主fill者および支促する税
肢の流出力や社会的勢力を誇示する佑好の機

会ともなっている。

近年の村沼社会への11.1持続出の臼透は. !.j:. 
俗に仏教｛花トしを伐んにし豪華さをj許す一方

で，Wli:扶助のMM1がJ,E1tになリU：みづらく
なったという人々の，irを1＝.んでいる。徐々に
村内に広がる続出陥－だはブンをめぐる宗教窓

波にも彩Wを及ぼしつつある。儀礼は金村宗

：宥に猷び栄しむべきものだという涼める者の’

詐行の論理では．ブンはしばしば利投に．「恕

~ 

行J は資本に腎えられる。｛淀川！寺に村人にふ

るまう牛やニワトりを大量にIf；殺することは

「悪行Jである。しかし．それは他者との共
同生活におL、て散楽と共食を通じた；t{If感を
もたらせる普・行のためには必袈な資本である

という。これは戒律を退守する他人的な仏教

1m依の形とは対医をなす公共的なプンについ
ての考え方．他者とのあり方を示すものであ

る。

経済力がプンの価値を社会的に左右するな

らば，タン・ブンできないとみられる人々を

生むことになる。同時に一方で数少ないが信

ff!｝は心の，1，の｜！！！題だとする人々もではじめ

る。 fJ鳥苑儀礼を行うに足る金銭的余計iをもた

ぬ人々の故人のi立什は，寺院の境内に新しく

設けられ始めた廷にも入れられず羽l求な1反小
庄の＂’に；泣かれたままである。当人のよ I｝良

き来世が．金銭の多寡で左右されはじめるよ

うなH寺代のなかでDD村の仏教徒たちはじiら

の仏教を新たにみつめはじめている。
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